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１. はじめに 

ナノバブル（NB）は超微小サイズの気泡で、通常の気泡にはない特異な性質を有することから

洗浄や生物育成などへの応用が進められている。しかし、その基礎的特性の詳細は未解明である。

我々は NBの発生に、陽極酸化法で形成した 100 nm径の均一な細孔を有する多孔質アルミナ細孔

薄膜に常圧程度で加圧する手法（ナノ細孔加圧法）を用い

ている（図 1）。この手法で生成される NB のサイズは 100 

nm 程度であり、内包するガスも任意に選択できる。我々

は、この手法を活用し、様々なガス種を内包した NB の気

液界面構造や基本的特性、特異なナノ空間気液・固液界面

反応、更には固体表面との相互作用を系統的に調べている。 

今回は、生成した NB の粒径分布を、ナノ粒子トラッキ

ング解析法を用いて調べた結果を報告する。 

 

２. 実験結果 

内包ガスが CO2, N2, O2 の３種類それぞれについて、

NanoSight ナノ粒子解析システム（日本カンタムデザイン

社）を用いて NB の粒径分布を詳細に計測した。図２に N2

ガス内包 NB の粒径分布の一例を示す。図から粒径が離散

的であることが分かる。離散的な粒径の分布はその他の内

包ガス種でも観測され、分布のピーク値に一定の規則があ

ることが判明した。また、内包ガスの種類により最小粒径

が異なること、また、時間の経過とともに粒径が次第に大

きくなることも観測された。離散的な粒径分布の原因（気

泡の融合）や粒径の時間変化の詳細については当日議論す

る。  

本研究は、JSPS 科研費（18HO1874）の助成を受けたも

のです。 

 

 

図１ 陽極酸化アルミナ細孔薄膜によるＮＢ

の発生 
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図２ 窒素内包ＮＢの粒径分布。 
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